
【JAACT若手活動委員会】
バーチャルカンファレンス2021のご案内

常日頃より日本動物細胞工学会（JAACT）学会活動にご協力頂きありがとうございます。
JAACT若手活動委員会より表題の件についてお知らせします。

JAACTでは、組織の枠を超えた繋がりを深めるためさまざまな企画を考えています。第一弾として、
若手交流会(JAACT2018大会)。第二弾として、つくば合宿および産総研見学会を開催いたし
ました。この度、第三弾としてバーチャルカンファレンス2021を開催しますので奮ってご参加ください。

【日時】 2021年10月15日（金）9:15－17:00
【開催方法】 バーチャルスペース「oVice(オヴィス)」 にて、Face to Faceの学会をオンライン上に再
現します。
【会費】 無料
【人数】 50名（現在30名登録、残り20名）
【日程概略】
9:15～ 講演会＆企業ブース紹介
13:00～15:30 ポスター発表
～17:00 フリー交流会

【講演会】
「CDMOの動向とニューモダリティへの対応」と題しまして、講演やディスカッションを通じて参加者の
交流をはかります。
株式会社ファーマトリエ 岡村元義氏「バイオ医薬品製造および品質試験におけるアウトソーシングの動向」
AGC株式会社 宮田雄一郎氏「モダリティ多様化の実感、そしてCDMO存在価値の再考」
武田薬品工業株式会社 竹中公亮氏 「ADC conjugation using microreactor」
パセオン株式会社 谷元浩二氏 「パセオンが取り組む最新のCell and Gene Therapy CDMOサービスに
ついてのご案内」

【企業ブース】
味の素株式会社、メルク株式会社、日本ポール株式会社、ザルトリウス・ジャパン株式会社、
グローバルライフサイエンステクノロジーズジャパン株式会社、Thermo Fisher Scientific株式会社

【ポスター発表】 5分程度で発表できるスライドをご準備いただき画面共有で発表していただきます。
• ポスター発表演題を募集しております。発表済みの研究、製品・サービス紹介でも大歓迎。
• JAACTの会員でない方、学生も発表できます。参加者みなさんでフランクに議論しましょう。

【その他】
• 本イベントに参加するためには事前登録が必要です（下記をご参照ください）。
• oViceの取り扱い説明、参加者間の交流などを目的にプレ交流会10月1日（金）20時開催

JAACT若手活動委員会
・宮本浩一郎（東北大学） ・小川晋平（味の素株式会社）
・清水正史（エーザイ株式会社） ・鬼塚正義（徳島大学）
・定光信（武田薬品工業株式会社） ・槙坪寛勝（中外製薬株式会社）
・丹羽智紀（AGC株式会社） ・中村晋太郎（旭化成ファーマ株式会社）

QRコードもしくは下記青文字をクリックしてURLから参加の登録が可能です。
JAACTバーチャルカンファレンス (google.com)
応募〆切：2021年8月31日（火）9月24日（金）〆切延長
問い合わせ先：jaact-virtual-2021@googlegroups.com

バーチャルスペースレイアウト（仮）

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeaxRNwiqPMY3_VVzcWlO2eOf7ll6cxiztwHFJRtiCwnpeFHg/viewform

